[bookmark: _cebrhnyicgmc]ダンススクール休会申請書

ダンススクールの会員（以下「甲」という。）は、ダンススクール運営者（以下「乙」という。）に対し、現在受講しているレッスン及び会員サービスの一時的な利用停止（以下「休会」という。）を希望し、次のとおり休会を申請する。
本申請書は、休会期間、休会中の会費、復会手続、休会期間の変更その他必要な事項を明確にし、甲乙間の認識の相違を防止することを目的とする。

[bookmark: _m3i584kkqaf]第1条（申請者情報）
甲は、休会の申請にあたり、次の情報を届け出るものとする。
	項目
	記入欄

	会員番号
	

	氏名
	

	フリガナ
	

	生年月日
	年　　　月　　　日

	住所
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	所属校・店舗名
	

	受講クラス
	

	担当インストラクター
	

	入会年月日
	年　　　月　　　日



[bookmark: _f11kg1qcc31w]第2条（休会申請の内容）
1. 甲は、次の内容により休会を申請する。
2. 休会期間及び休会対象となるサービスは、乙が申請内容を確認し、承認した範囲とする。
3. 休会の開始日及び終了日は、乙の会員規約、休会制度その他事前に提示された条件に従い決定するものとする。
	項目
	申請内容

	休会開始希望日
	年　　　月　　　日

	休会終了希望日
	年　　　月　　　日

	休会希望期間
	か月間

	休会対象
	□ 全クラス　□ 一部クラス　□ その他（　　　　　）

	休会対象クラス名
	

	休会理由
	□ 仕事・学業　□ 健康上の理由　□ 妊娠・出産　□ 家庭の事情　□ 長期不在　□ その他（　　　　　）

	その他連絡事項
	




[bookmark: _pe1abf9vg4tj]第3条（休会申請の受付及び承認）
1. 甲は、乙が定める申請期限までに、本申請書を提出するものとする。
2. 乙は、申請内容、会費の支払状況、休会制度の適用条件その他必要な事項を確認したうえで、休会の可否を判断する。
3. 乙は、休会を承認した場合、休会開始日、終了予定日、休会中の費用その他必要な事項を、書面、電子メールその他甲が確認できる方法により通知する。
4. 本申請書の提出のみをもって休会が成立するものではなく、乙による承認の通知が甲に到達した時点で、通知された条件に従い休会が成立するものとする。
5. 乙が申請を承認しない場合には、その理由を甲に説明するものとし、既存の契約及び適用される法令に反して不合理に承認を拒否してはならない。

[bookmark: _n1mfza84g4h0]第4条（休会期間）
1. 休会期間は、第2条に記載された希望期間を基礎として、乙が承認した期間とする。
2. 休会期間の最小単位、上限及び開始可能日は、乙が事前に提示した会員規約又は休会制度の定めによる。
3. 休会期間中、甲は、乙が別途認める場合を除き、通常のレッスン、施設利用その他休会対象となる会員サービスを利用できないものとする。
4. 休会期間中に特別レッスン、イベント、ワークショップその他のサービスを利用する場合は、甲乙間で利用条件及び費用を別途確認する。
5. 休会期間中であっても、甲の会員資格は、会員規約又は甲乙間の合意に従い維持されるものとする。

[bookmark: _wt2bj2v8ej4q]第5条（休会中の会費及び費用）
1. 休会期間中の月会費、休会手数料その他の費用は、次のとおりとする。
2. 乙は、休会に伴う費用及び支払条件を、甲による申請の承認前に明示するものとする。
3. 休会期間開始前に発生した月会費、受講料その他の支払義務については、別途合意がある場合を除き、休会によって当然に消滅するものではない。
4. 休会開始月又は終了月における会費の日割計算の有無については、次の記載内容に従う。
5. 休会に伴う費用の取扱いについて会員規約と本申請書に相違がある場合は、法令に反しない範囲で、甲乙間で個別に合意した条件を優先するものとする。
	項目
	金額・条件

	通常月会費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	休会中の月会費
	□ 無料　□ 金　　　　　円（税込）

	休会手数料
	□ 無料　□ 金　　　　　円（税込）

	休会開始月の会費
	□ 全額　□ 日割計算　□ その他（　　　　　）

	休会終了月の会費
	□ 全額　□ 日割計算　□ その他（　　　　　）

	支払方法
	□ 口座振替　□ クレジットカード　□ 銀行振込　□ その他（　　　　　）

	支払期日
	

	その他費用
	



[bookmark: _3woxficjolz]第6条（既払会費及び未受講レッスンの取扱い）
1. 休会開始前に支払済みの月会費、受講料、チケット代金その他の費用については、甲乙間の契約内容及び適用される法令に従い取り扱うものとする。
2. 休会開始前に未受講となったレッスンの振替、繰越し又は返金については、乙が事前に提示した条件に従う。
3. レッスンチケット、回数券その他利用期限のあるサービスについては、休会に伴う有効期限の延長の有無を甲乙間で確認する。
4. 乙の都合による休講その他乙の責めに帰すべき事情により提供されなかったレッスンについては、休会制度の定めのみを理由として甲の正当な権利を制限しない。
	項目
	取扱い

	既払月会費
	□ 返金　□ 繰越し　□ 返金・繰越しなし　□ その他（　　　　　）

	未受講レッスン
	□ 振替可能　□ 繰越可能　□ 対象外　□ その他（　　　　　）

	回数券・チケット
	□ 有効期限延長　□ 延長なし　□ その他（　　　　　）

	有効期限延長期間
	

	その他の取扱い
	


※返金・繰越し等の条件は、既存の契約内容及び適用法令に適合する範囲で定めるものとする。

[bookmark: _tt3ool2qgzet]第7条（休会期間中の会員資格及び登録情報）
1. 甲は、休会期間中も、乙が承認した範囲で会員登録を継続するものとする。
2. 甲は、休会期間中に住所、電話番号、メールアドレスその他の登録情報に変更が生じた場合、合理的な期間内に乙へ届け出るものとする。
3. 乙は、休会期間中も、復会手続、会費の請求、重要な運営上の連絡その他必要な事項について、甲に通知することができる。
4. 乙は、休会を理由として、甲の会員資格を不当に取り消し、又は事前に合意していない不利益な条件を一方的に課してはならない。
[bookmark: _9kh3t3ea9bdp]第8条（復会手続）
1. 甲は、承認された休会期間の終了後、乙が定める手続に従い、レッスンの受講を再開するものとする。
2. 復会予定日は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	復会予定日
	年　　　月　　　日

	復会手続
	□ 自動復会　□ 復会申請が必要

	復会後の受講クラス
	□ 休会前と同じ　□ 変更希望　□ 未定

	復会後の月会費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	復会手数料
	□ 無料　□ 金　　　　　円（税込）

	その他条件
	


3. 自動復会方式を採用する場合、乙は、休会承認時に復会日及び会費の請求再開日を明示するものとする。
4. 復会申請が必要な方式を採用する場合、乙は、申請期限及び申請方法を甲に事前に通知するものとする。
5. 休会前に受講していたクラスが定員に達している場合、廃止された場合又は時間割が変更された場合は、甲乙協議のうえ、復会後の受講クラスを決定する。
6. 乙は、休会前の受講クラスへの復帰が困難な場合、合理的な範囲で代替クラスその他の対応方法を案内するものとする。

[bookmark: _j13nbt1t1jyh]第9条（休会期間の延長）
1. 甲が休会期間の延長を希望する場合、原則として承認済みの休会期間が終了する前に、乙へ延長を申請するものとする。
2. 延長申請の方法、期限及び延長可能期間は、乙が事前に提示した休会制度の定めによる。
3. 乙は、延長申請の内容及び休会制度の適用条件を確認し、その可否を甲に通知するものとする。
4. 延長が承認された場合、延長後の休会期間、費用及び復会予定日について、甲乙間で改めて確認する。
5. 休会期間の延長が承認されなかった場合の会員資格及び会費の取扱いは、既存の契約及び事前に明示された条件に従うものとする。

[bookmark: _sw0f10j706r7]第10条（休会期間の短縮及び途中復会）
1. 甲は、承認された休会期間の途中で復会を希望する場合、乙に対し、復会希望日及び受講希望クラスを申し出ることができる。
2. 乙は、クラスの受入状況、インストラクターの配置その他運営上の事情を確認したうえで、途中復会の可否及び開始日を甲に通知する。
3. 途中復会に伴う月会費、受講料その他の費用については、甲乙間で事前に確認する。
4. 途中復会が認められた場合、休会期間は復会開始日の前日をもって終了するものとする。ただし、甲乙間で別途合意した場合は、この限りでない。

[bookmark: _xd6tvufv0wb2]第11条（休会期間中の退会）
1. 甲は、休会期間中であっても、乙が定める退会手続に従い、退会を申し出ることができる。
2. 退会申請の期限、退会日、既払会費の精算その他の条件については、既存の会員契約、会員規約及び適用される法令に従う。
3. 乙は、休会中であることのみを理由として、甲による適法な退会申請を拒否してはならない。
4. 退会が成立した場合、休会に関する承認は退会日をもって終了するものとする。

[bookmark: _ptm9h7hxedax]第12条（休会期間中のレッスン及びイベント参加）
1. 甲は、休会期間中、休会対象となる通常レッスンを受講できないものとする。ただし、乙が別途参加を認めた場合は、この限りでない。
2. 発表会、コンテスト、特別講習、ワークショップその他のイベントへの参加については、各イベントの参加条件に従うものとする。
3. 休会前に申込み又は支払いを行ったイベントについては、休会による参加資格への影響、キャンセル条件及び返金の有無を甲乙間で確認する。
4. 休会に伴うイベント参加資格の変更について、乙は甲に対して必要な説明を行うものとする。

[bookmark: _4w6or8fiqcw4]第13条（健康上の理由による休会）
1. 甲が疾病、負傷、妊娠、出産その他健康上の理由により休会を申請する場合、乙は、休会制度の適用条件に従い申請を受け付けるものとする。
2. 医師の診断書その他の資料の提出を求める場合、乙は、その必要性及び利用目的を甲に説明し、必要最小限の情報に限って取得するものとする。
3. 乙は、健康上の理由による休会について、合理的な範囲で休会期間又は復会時期の調整を検討する。
4. 復会時に健康状態への配慮が必要な場合、甲乙間で受講内容及び参加条件を確認するものとする。
5. 本条は、甲に対して健康情報の過度な開示を義務付けるものではない。

[bookmark: _stwydem6s6ja]第14条（未成年会員の申請）
1. 甲が未成年者である場合、乙は、会員契約の内容及び適用される法令に応じて、親権者その他法定代理人の同意を確認するものとする。
2. 法定代理人の同意が必要な場合、申請者は本申請書の所定欄に必要事項を記入するものとする。
3. 法定代理人は、休会期間、費用、復会手続その他の条件について説明を受け、その内容を確認するものとする。
4. 法定代理人による同意の取得及び確認は、書面又は乙が認める電磁的方法により行うことができる。

[bookmark: _6xs5alj4gizj]第15条（個人情報の取扱い）
1. 乙は、本申請書に記載された個人情報を、休会申請の受付、本人確認、会員管理、会費の精算、復会手続及び必要な連絡のために利用するものとする。
2. 乙は、取得した個人情報を個人情報保護法その他関係法令及び乙のプライバシーポリシーに従い適切に管理する。
3. 乙は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、本人の同意なく個人データを第三者に提供しないものとする。
4. 健康情報その他特に配慮を要する情報を取得する場合、乙は、法令に従い必要な同意取得及び安全管理措置を講じるものとする。
5. 乙は、利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報を取り扱わないものとする。

[bookmark: _tpun9i9c6ein]第16条（申請内容の変更及び訂正）
1. 甲は、本申請書に記載した内容に誤り又は変更が生じた場合、速やかに乙へ申し出るものとする。
2. 乙は、変更内容が休会期間、費用、復会条件その他重要な事項に影響する場合、甲に対して変更後の条件を説明するものとする。
3. 休会承認後に重要な条件を変更する場合、甲乙間で合意のうえ、書面又は電磁的方法により変更内容を確認する。
4. 乙は、法令又は既存の契約に基づく場合を除き、甲の同意なく休会条件を一方的に不利益に変更しないものとする。

[bookmark: _wkv88as3r3as]第17条（申請内容の確認事項）
甲は、休会申請にあたり、次の事項について確認するものとする。
□ 休会開始日及び終了予定日を確認した。
□ 休会申請の提出期限及び承認手続を確認した。
□ 休会中の月会費及び休会手数料を確認した。
□ 休会開始前に発生した未払会費の取扱いを確認した。
□ 既払会費及び未受講レッスンの取扱いを確認した。
□ 回数券・チケットの有効期限について確認した。
□ 休会期間中の通常レッスン及びイベント参加条件を確認した。
□ 復会予定日及び復会手続を確認した。
□ 休会期間の延長及び途中復会の条件を確認した。
□ 休会期間中の退会手続を確認した。
□ 個人情報の取扱いについて確認した。

[bookmark: _v5gqaiam8enk]第18条（協議事項）
1. 本申請書に定めのない事項については、乙の会員規約、休会制度、甲乙間の既存の契約及び適用される法令に従うものとする。
2. 本申請書の解釈又は運用について疑義が生じた場合、甲乙は誠意をもって協議し、円満な解決を図るものとする。
3. 本申請書の内容が法令の強行規定に抵触する場合、当該部分については法令の定めを優先するものとする。

[bookmark: _ci07yi1kx8eh]第19条（申請及び承認の記録）
甲は、本申請書の内容を確認し、乙に対して休会を申請する。
乙は、申請内容を審査し、承認又は不承認の結果及び適用条件を甲に通知する。
本申請書及び承認記録は、書面又は電磁的方法により作成・保存することができるものとする。

[bookmark: _ljwc34vmwo5e]
[bookmark: _yd8u9m3nvnwt]
[bookmark: _9r33qc439rov]
[bookmark: _ulggaia5msq6]
[bookmark: _ecuy6rawta82]
[bookmark: _5vlawl7d7ibq]
[bookmark: _2fvx5letitmc]
[bookmark: _4nl5783c1b32]
[bookmark: _dvq5c7orzxdd]
[bookmark: _bxag9g9z8gnd]
[bookmark: _yg0w6o1k6bhk]
[bookmark: _vkh6mr6qlh3k]休会申請者記入欄
申請日：　　　　年　　　月　　　日

甲（申請者・会員）
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法定代理人（未成年会員の場合）
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申請者との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _9cq0l4gerdl8]
[bookmark: _129m7t39biyk]
[bookmark: _ljylsk976fhz]
[bookmark: _2xfiaqbmri7h]ダンススクール記入欄
乙（ダンススクール運営者）

スクール名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

運営会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受付日：　　　　年　　　月　　　日

承認日：　　　　年　　　月　　　日
	項目
	内容

	申請結果
	□ 承認　□ 不承認

	承認休会期間
	年　　　月　　　日 ～ 　　　　年　　　月　　　日

	復会予定日
	年　　　月　　　日

	休会中の月会費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	休会手数料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	会費請求再開日
	年　　　月　　　日

	不承認の場合の理由
	

	備考
	


担当者署名又は押印：

